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蓮

の
真
言
宗
批
判
に
つ
い
て

小

林

正

博

日
蓮

の
他
宗
批
判
は
、
ほ
ぼ
佐
前

の
念
仏

・
佐
渡
の
真
言
と
の
図
式

が
で
き
る
。
法
華

・
久
遠
釈
尊

の
顕
正
上
に
対
時
す

る
諸
宗
破
折

は

「
大
事
の
難

四
度
」
(開
目
抄
)
の
渦
中
で
あ
れ
、
身
延
隠
栖
後
で
あ
れ

強
言
送
る
勢
い
に
は
、
柳
か
の
妥
協
、
逡
巡
を
も
見
出
し
得
な
い
。
し

た
が

っ
て
隠
栖
後
、
破
折
の
主
た
る
対
象
と
な

っ
た
真
言
宗
批
判
の
激

烈
さ
は
、
隠
栖
と
い
う
表
現
さ
え
不
適
確
な
現
実
的

・
社
会
的
対
応

へ

の
大
い
な
る
意
欲
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
(
一
)
真
言
宗
批
判
決
定
の
時
期
、
口
教
相
批
判
、
 日
事
相

批
判
、
と
小
節
を
設
定
し
て
そ
の
概
略
を
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

一
、
真
言
宗
批
判
決
定

の
時
期

真
言
と
の
関
わ
り
が
立
教
以
前
に
す
で
に
深
く
存
在
し
た
こ
と
は
、

日
蓮
自
身
の
い
く

つ
か
の
回
想
表
現
が
雄
弁
に
物
語

っ
て
い
る
。

「予
も
始
は
大
日
に
懸
レ愚
V
密
宗
に
寄
レ志
」
(聖
愚
問
答
抄
 
昭
和
定
本

三
六
五
頁
、
以
下
頁
数
の
み
)

「能
開
所
開
を
弁
へ
ず
し
て
、
南
無
阿
弥
陀
仏
こ
そ
南
無
妙
法
蓮
華
経
よ
と

物
知
が
ほ
に
濠

也
・
日
蓮
幼
少
の
時

習
そ
こ
な
ひ
の
天
台
宗
真
昏
悉

教
幻
か
か
で
、
此
の
義
を
存
じ
て
数
十
年
の
間
あ
り
し
也
。」
(題
目
弥
陀
名

号
勝
劣
事
三
〇
一
頁
)

「(善
無
畏
が
)
如
何
に
し
て
閻
魔
の
責
に
予
り
給
け
る
や
ら
ん
。
日
蓮
は

ラ

レ

ヒ

顕
密
二
道
の
中
に
勝
さ
せ
給
て
、
我
等
易
易
と
生
死
を
離
る
べ
き
教
に
入
ん

と
思
候
て
、
輿
昏
0
秘
教
を
み
か
み
か
晋
か
、
此
の
事
を
尋
ね
勘
る
に
、

一

人
と
し
て
答
を
す
る
人
な
し
」
(善
無
畏
三
蔵
抄
四
七

一
頁
、
傍
点
筆
者
)

の
三
ケ
所
が
管
見
で
き
る
。
こ
れ
に
立
教
前
の
書

写
と
し
て
現
存
す
る

覚
鍵
の

『
五
輪
九
字
明
秘
密
釈
』
や
立
教
後

の

『
不
動

.
愛
染

感
見

記
』
(三
+
三
歳
述
作
)
の
存
在
、
そ
し
て

「此
身
に
学
文
つ
か
ま
つ
り
し
事
、
や
う
や
く
二
十
四
五
年
に
ま
か
り
な
る

也
。
法
華
経
を
殊
に
信
じ
ま
い
ら
せ
候
し
事
は
わ
ず
か
に
此
六
七
年
よ
り
こ

の
か
た
也
」
(四
恩
抄
 
二
三
六
頁
四
十
一
歳
述
作
)

な
ど
の
記
述
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
修
学
期
に
お

い
て
関
わ

っ
た
真
言

僧

へ
の
釈
然
と
し
な
い
は
が
ゆ
さ
を
抱
き
つ
つ
も
、
立
教
を
契
機
に
真

言
批
判
が
確
立
し
た
と
は
い
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。
『
四
恩
抄
』
の

「六

日
蓮

の
真
言
宗
批
判

に

つ
い
て

(
小
 
林
)
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蓮
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小
 
林
)

七
年
」
を
逆
算
す
れ
ば
建
長
七
年
の
頃
に
な
り
こ
の
年
述
作
と
さ
れ
る

『
諸
宗
問
答
抄
』
で
真
言
三
部
経
と
大
日
如
来
批
判
に
言
及
し
て
い
る

か
ら
、
お
そ
ら
く
立
教
か
ら
弘
通

へ
の
質
的
変
化
の
過
程
で
真
言
は
必

然
的
に
批
判

の
対
象
と
な
っ
て
い

っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

し
か
し
、
念
仏
や
禅
を
否
定
す
る
に
仮
惜
な
き
徹
底
さ
、
周
到
さ
が

貫
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
真
言
批
判
の
場
合
に
は
肯
定
的
と
さ
え
思

え
る
叙
述
が
弘
通
後
に
も
続
く
。
す
な
わ
ち
、
『
寺
泊
御
書
』
の
法
華

"
略
と
真
言

11
広
の
配
立
、
『
法
門
可
申
抄
』
の
天
台

骨
と
真
言
"

肉
と
の
た
て
わ
け
に
見
ら
れ
る
並
列
視
と

『
守
護
国
家
論
』
で
二
十
七

ケ
所
に
も
使
用
さ
れ
る

「法
華
真
言
」
の
同
列
化
、
正
法
視
で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
れ
ら
の
法
華
真
言
の
未
分
化
を
窮
わ
せ
る
表
現
か
ら
、

日
蓮
の
法
華
真
言
の
兼
帯
を
論
ず
る
の
は
早
計

で
あ
ろ
う
。
『
寺
泊
御

書
』
に
は

ニ

ニ

ヲ

「諸
宗
之
中
真
言
宗
殊
至
二僻
案
こ

(五
一
三
頁
)

と
の
明
確
な
真
言
批
判
表
現
が
あ
り
、
他
に
遺
文
に
述
べ
ら
れ
た
広
略

の
配
立
も
、
広
の
根
拠
と
な

っ
て
い
る
印
、
真
言
の
劣
を
合
わ
せ
て
説

い
て
い
る
以
上
真
言
肯
定
の
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
ま
た

『
法
門
可

申
抄
』
は
、
最
澄
当
時
の
叡
山
肯
定
は
あ

っ
て
も
日
蓮
在
世
中
は

「
一
向
真
言
宗
に
よ
て
法
華
宗
を
さ
ぐ
る
ゆ
へ
に
、
叡
山
皆
ば
法
に
な
り
て

御
い
の
り
に
し
る
し
な
き
か
」
(
四
五

一
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
法
華

・
真
言
の
勝
劣
は
明
白

で
あ
る
。
『
可
申
抄
』
の

骨
肉
論
が
こ
の
一
節
を
受
け
て
の
叙
述
で
あ
る
か
ら
こ
こ
で
も
真
言
肯

定
は
当
た
ら
な
い
。

そ
し
て

「
法
華
真
言
」
「
天
台
真
言
」
使
用
の
背
後
を
検
討
す
れ
ば
、

常
に
念
仏

・
禅

・
律

の
劣
を
説

い
て
、
む
し
ろ
そ
の
破
折
に
重
点
を
お

い
た
上
で
の
列
記
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に

『
守
護
国
家
論
』
の

二
十
七
ヶ
所
は
、
す
べ
て
法
華

・
真
言

念
仏
の
勝
劣
論
以
外
の
何
も

の
で
も
な
い
。

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
「
四
箇
格
言
」
の
対
象
中
、
真
言

の
位

置
付
け
は
相
対
し
て
高
位
に
あ
る
も
の
の
そ
の
批
判
決
定
の
時
期
は
、

建
長
六
年

(
三
+
四
歳
)
の

『
不
動

・
愛
染
感
身
記
』
以
後
、
建
長
七
年

の

『
諸
宗
問
答
抄
』
述
作
期
ま
で
の
間
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

二
、
教
相
批
判

教
相
面
か
ら
の
批
判
の
特
質
を
論
ず
る
上
で
は
、
そ
の
対
象
と
し
て

大
日
如
来
と
印
、
真
言
と
即
身
成
仏
に
着
目
し
た

い
。

大
日
如
来
に
つ
い
て
は
、
久
遠
釈
尊
と

の

「
二
仏
並
仏

の
失
」
(
四

八
三
頁
、
出
典
は
浬
盤
経
三
十
五
)

へ
の
批
判
に
尽
く
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
具
体
的
表
現
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
「
法
身
之
臨無
始
無
終
」

「
本
無
今
有
」
「有
名
無
実
」
「
三
身
円
満
の
古
仏
に
あ
ら
ず
」
ま
た
妙

楽

の

「
法
報
不
分
二
三
莫
弁
」
等
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
三
身
不
相
即
を

説
く
の
で
あ
る
。

印
、
真
言
に
つ
い
て
は
、

一
念
三
千
と
の
対
比
が
な
さ
れ
、
印
を
身

業
、
真
言
を
口
業
と
配
し
、

一
念
三
千
の
不
説
を

以

て
意
業

な
き
故

-224-



に
、
三
業
不
相
応
を
言
う
。

ま
た
即
身
成
仏
に

つ
い
て
は

ノ

ハ

テ

ク

ノ

ニ

ヲ

テ

「大
日
経
等
得
道
者
如
何
。
答
日
…
…
所
詮
彼
々
経
経
不
レ説
一種
熱
脱
還

シ

お

エ
 
キ
ノ

ル
ニ

ノ

ノ

ラ

く
ヘ

ノ

同
二灰
断
殉
化
無
二始
終
一経
也
。
而

真
言
師
等
所
談
即
身
成
仏
響

如
下窺
人

ク
ニ

シ
テ

ト

ラ

ル
カ

ヲ

妄

号
二帝
王
一自
取
中誹
滅
加
」
(曾
谷
入
道
殿
許
御
書
 
八
九
八
頁
)

と
種
熟
脱
不
説
を
掲
げ
て
法
華
大
日
の
教
相
勝
劣
を
論
じ
て
い
る
。
遺

文
に
お
け

る
種
熟
脱
は
数

ケ
所
に
し
か
散
見
で
き
な
い
が
、
諸
宗
批
判

上
特
に
即
身
成
仏
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
は
注
意
を
要
す
る
。

か
く
し
て
、
法
報
応
三
身
不
相
即
、
身
口
意
三
業
不
相
応
、
種
熟
脱

三
益
不
説
を
以
て
教
相
批
判
の
特
色
と
考
え
た
い
。

三

、
事
相
批
判

日
蓮

の
真
言
批
判
の
最
大
の
特
長
は
、
事
相
批
判
で
あ
ろ
う
。

こ
れ

に
は
、
信
仰
的
現
証
面
と
社
会
的
現
実
面
の
二
面
が
あ
り
、
現
証
面
に

つ
い
て
は

「善
無
畏
の
閻
魔
の
責
め
」
「
善
無
畏
、

一
行
の
横
難
横
死
」

「
弘
法
慈
覚
の
死
去
の
有
様
」
「
日
を
射
る
夢
想
」
(慈
覚
の
)、
さ
ら
に

「即
身
成
仏
の
語
は
有
と
も
、
即
身
仏
の
人
全
く
な
し
」
(星
名
五
郎
太
郎

殿
御
返
事
 
四
一
七
頁
)

と
あ
る
よ
う
に
現
証
上
の
凶
あ
る
い
は
無
を
以
て
批
判
し
て
い
る
。
た

だ
こ
の
批
判
の
方
程
式
は
念
仏
の
臨
終
相
批
判
、
不
往
生
論
の
方
が
む

し
ろ
主
流

で
あ
る
。

し
か
し
社
会
的
現
実
面
で
の
真
言
批
判
は
、
日
蓮
の
真
骨
頂
が
横
溢

し
て
い
る
。

「三
三
蔵
祈
雨
」
「
変
成
男
子
の
法
」
「
印
、
真

言
に
よ
る
開
眼
供
養
」

「
調
伏
祈
濤
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
も

の
で
、
社

会
的

(あ
る
い
は
国
家

的
)
対
応
、
浸
透
化
に
重
大
な
関
心
を
払

っ
て
き
た
日
蓮
に
と
っ
て
は
、

こ
の
よ
う
な
真
言
の
社
会
的
存
在
の
台
頭
は
看
過
し
え
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。
特
に
蒙
古
来
襲
を
巡
る
真
言
の

「
調
伏
祈
濤
」
に

つ
い
て
は
、

歴
史
的
事
件
を
持
ち
だ
し
、
平
家
滅
亡
時
の
明
雲
座
主
を
第

一
度
、
承

久
の
乱
時
の
慈
円
座
主
を
第
二
度
と
し
、
「今
度
第
三
度

に
な
り
候
。

当
時
の
蒙
古
調
伏
此
な
り
」
(四
条
金
吾
殿
御
返
事
 
一
三
〇
四
頁
)
と
位

置
付
け

ヒ

「
今
度
は
第
三
度

に
あ
た

る
也
。

日
蓮

が
い
さ
め
を
御
用
な
く

て
、
真
言

の

ツ

思
法
を
以
て
大
蒙
古
を
調
伏
せ
ら
れ
ば
、
日
本
国
還
て
調
伏
せ
ら
れ
な
む
。」

(本
尊
問
答
抄
 

一
五
八
五
頁
)

と
弾
可
し

「真
言
亡
国
」
論
に
帰
結
せ
し
め
て

い
る
。

こ
れ
は

「念
仏
無
間
」
と
極
め
て
興
味
深
い
対
称
を
示
し
て
い
る
。

ス

ス

「今
生
に
は
国
を
ほ
ろ
ぼ
す
。
…
…
後
生
に
は
堕
二無
聞
獄
こ

(七
九
三
頁
)

「彼
真
言
の
流
れ
、
偏
に
現
在
を
以
て
旨
と
す
」
(星
名
五
郎
太
郎
殿
御
返

事
 
四
一
九
頁
)

と
重
な
り
合
わ
せ
て
も
、
日
蓮
に
と
っ
て
の
真
言
宗
批
判
は
、
念
仏
の

来
世
観
に
比
し
、
当
世
観
、
現
世
観
を
め
ぐ
っ
て
の
事
相
批
判
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
(註
略
)

立
正
大
学
大
学
院
)

日
蓮

の
真
言
宗
批
判
に

つ
い
て

(
小
 
林
)
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